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会長時間

会長 渡部 邦昭

本日は、広島に原爆が投下されてから６９年目にあたります。

私は、午前８時から開催されました、広島市原爆死没者慰霊式並び

に平和祈念式典と午前９時３０分から、中区小町｢追憶の碑｣前で開

催されました、広島県立広島第一高等女学校(現在の皆実高等学

校)の原爆犠牲者追悼式に出席しました。

これらの式典に参列して想いますのに、一発の原子爆弾によって、多くの人たちや子どもたちの夢を

一瞬にして奪い取っていった、原爆の非道さ、悲惨さを改めて思いますとともに、亡くなられた方々の

無念な気持ちとその意志を引き継ぎ、平和への道を進んでゆく努力を怠らないことの大切さを痛感す

るわけであります。このことは、ロータリーの理念に通じることでもあります。ロータリーの理念｢第４｣に

は、次のようにかかれています。｢奉仕の理念で結ばれた職業人が世界的ネットワークを通じて、国際

理解、親善、平和を推進すること｣その為に私どもロータリアンは職業上の高倫技術を保ち、ロータリ

アン一人一人が個人として、日々精進することが求められているわけです。そして、共感の和が世界

の隅々にまで拡がってゆくことを願っております。

今回の例会（８月２０日）

ゲスト卓話

「ロータリーの心と原点」

廣畑 富雄 様

次回の例会（８月２７日）

ガバナー公式訪問

金子 克也 様

出席報告
（例会運営委員会）

8月6日(水)出席者

会員総数 56名

出席会員 43名

欠席会員 13名

ご来賓 0名

ご来客 2名

ゲスト 2名

来客者紹介
（親睦家族委員会）

8月6日(水)出席者

広島中央ＲＣ 2名

幹事報告（賀谷幹事）

■BOX配布物

■例会変更

・ ガバナー月信、ロータリーの友８月号を配布しておりますの
で、お持ち帰りください。

・ 9月3日(水)の新入会員歓迎夜間例会のご案内を配布して
おります。ご出欠は回覧にてお願い致します。

・ 9月10日(水)の創立24周年記念例会並びに懇親会のご案
内を配布しております。ご出欠は回覧にてお願い致します。

・ 広島東ＲＣ 「夜間例会・夏家族会」
【と き】 ８月２０日(水) 18：30～20：30 [※同日変更]
【ところ】 ホテルグランヴィア広島4Ｆ「悠久」

■休会

■お知らせ

・ 広島安佐ＲＣ 「夏の家族夜間例会」
【と き】 ８月２８日(木) １８：００～ [※同日変更]
【ところ】 マツダスタジアム

・ 広島南ＲＣ 「夜間例会並びに新会員歓迎会」
【と き】 ８月２９日(金) １８：００～ [※同日変更]
【ところ】 リーガロイヤルホテル4F ロイヤルホール

・ 8月19日(火) 広島西南ＲＣ

・ 来週13日(水)は休会ですので、お間違えのないようご注意
下さい。また、事務局は12日(火)～15日(金)が休みとなりま
す。

【例会】 毎週水曜日(12:30～13:30) ／ リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78） ／ 082-502-1121

【会長】渡部 邦昭 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】賀谷 俊幸 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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ゲ ス ト 卓 話 （ １ ／ ３ ）

国際ロータリー第２７１０地区グループ６ ガバナー補佐

髙原 宏之 様

１．職業分類 産婦人科 

２．ロータリー歴

３．2014－2015年RIテーマ 

「ロータリーに輝きを」“LIGHT UP ROTARY” ゲイリーホアンRI強調事項

４．金子克也2710地区ガバナー信条と重点方針 

「奉仕（Service)を学び、ロータリーを楽しもう」

５．ガバナーとは 

６．ガバナーの役割地区内各クラブのために現実的な会員増強目標を設定して、 

［勤務先］ 医療法人(社団)ヤマナ会

東広島記念病院 広島生活習慣病検診センター

産婦人部長

［所属］ 広島北ロータリークラブ

1990年2月22日 入会

2011－2012年度 会長

ベネファクター

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（3回）

（ 第7回米山功労者マルチプル ）

（１） クラブの強化と認知度向上

（２） 会員数１３０万人の達成

（３） ポリオの撲滅

（１） 職業奉仕の学習と実践（真のロータリアンの育成）

（２） 会員増強（各クラブ純増１名以上、純増達成地区）

（３） 積極的な奉仕活動

（４） 学び楽しむ地区大会（国際奉仕の時間を作る

（５） 東日本震災被災地への継続支援

（６） 楽しいロータリーライフ（ロータリーデーへの参加、協力）

（１） ガバナーとは、所管地区のクラブによって指名（ノミネート）され、国際ロータリー（ＲＩ）の国際大会にて選挙（エレクト）

される、ＲＩの管理役員です。ガバナーとなる人が、地区で、指名されたときの名称は「ガバナーデジグネート

(governor-designate)」です(2013年規程審議会で変更)

（２） ガバナーに就任する2年前の7月1日に、ガバナーノミニー」の肩書きを担います。ガバナーノミニーは、就任する

前々年度の国際大会で選挙され、「ガバナーエレクト」となります。

（３） 地区の中を分け、1人のガバナー補佐が数クラブを担当することにより、ガバナーはクラブの管理面に付随する任務

の多くを、補佐に委任できることになりました。具体的には、ガバナー補佐は、ＰＥＴＳや地区協議会に出席したり、各

クラブを訪問したり、そのスケジュールや計画を立てたりします。地区大会の各クラブ紹介の折、ガバナー補佐が自

分の担当しているクラブについて、一言コメントを添えて、紹介するという例も増えてきました。

（４） 考・引用 『手続要覧2010年』「国際ロータリー理事会決定事項の抄録」等『ロータリーの友』2004年8月号掲載、その

後の変更を訂正

（１） 「会員増強を推進すること」

（２） 「プログラムへの参加と資金寄付に関してロータリー財団を支援すること」

（３） 「クラブとクラブ、クラブとＲＩの間に、良好な関係を促進すること」

（４） 「地区大会を計画・主宰すること」

（５） 「ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セミナー）と地区協議会の計画・準備に当たるガバナーエレクトに協力すること」
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ゲ ス ト 卓 話 （ ２ ／ ３ ）

７．ガバナー補佐の役割 

文字通り、激務となるガバナーを「補佐」する責任を負うために、理事会の方針に従い、ガバナーから任命される役職です。

1996年2月のＲＩ理事会で、増大し続けるガバナーの責務を軽減するため、「地区リーダーシップ・プラン」（District Leadership 

Plan＝ＤＬＰ）が、承認されました。1997－98年度、このＤＬＰを採択した地区は、複数のガバナー補佐を、任命できることにな

りました。ＤＬＰには、ガバナー責務を軽減するばかりでなく、ガバナー補佐がガバナーの責務を分担することで、地区の運営

の再編成が今まで以上に可能になったり、より柔軟性をもった公式訪問が、実施できるようになるという効果がありました。

８．ガバナー補佐の仕事 

地区の中を分け、1人のガバナー補佐が数クラブを担当することにより、ガバナーはクラブの管理面に付随する任務の多く

を、補佐に委任できることになりました。具体的には、ガバナー補佐は、ＰＥＴＳや地区協議会に出席したり、各クラブを訪問し

たり、そのスケジュールや計画を立てたりします。地区大会の各クラブ紹介の折、ガバナー補佐が自分の担当しているクラブ

について、一言コメントを添えて、紹介するという例も増えてきました。

考・引用 『手続要覧2010年』「国際ロータリー理事会決定事項の抄録」等『ロータリーの友』2004年8月号掲載、その後の変

更を訂正

９．広島陵北ロータリークラブ 

１０．会長方針（２０１４年－２０１５年度） 

渡部邦昭会長のもとで「原点に返って、奉仕を実践しよう。」

温故知新と不易流行と、奉仕を学び実践する年度にする。

（６） 「公式訪問を行い、個々のクラブと、あるいは複数クラブ合同で会合を持つこと」

（７） 「クラブ会長・幹事に月信を発行すること」

（８） 「会長またはＲＩ理事会の要請があれば、速やかにＲＩに報告を提出すること」

（９） 「ガバナーエレクトに対し、国際協議会の前に、地区内クラブ状況について、詳細な情報を提供し、併せてクラブ強

化策の勧告案を提供すること」

（１０） 「地区内でＲＩの決まりが確実に実施されるよう計らうこと」

（１１） 「地区内で運営されているロータリアンのグループ（ロータリー友情交換、国際共同委員会、世界ネットワーク活動グ

ループなど）の活動について定期的に尋ねること」

（１２） 「地区で保存すべき文書をガバナーエレクトに引き継ぐこと」

（１３） 「地区内におけるＲＩ役員としての職責に属するその他の任務を遂行すること」などとなります。

［スポンサークラブ］ 広島北ロータリークラブ

［創立年月日］ １９９０年９月１２日

［承認年月日］ １９９０年９月２７日

［特別代表］ 石田 成夫（広島北ロータリークラブ）

［初代会長］ 二宮 義人

［認証状伝達式］ １９９１年２月６日（広島グランドホテル）

［方針］ 当クラブは、１９９０年（平成２年）９月１２日に創立総会をされていますが、初代会長の二宮義人先生

はクラブテーマを「心ゆたかなロータリアン」と定めたことについて、「心ゆたかにということは、相手の

立場、相手の人格を思いやり、理解し尊重するということであり、そのために、心ゆたかなロータリア

ンとして、長い伝統ある、かつ権威ある精神を受け継ぎたいと思っております。」と述べられていま

す。

松井五郎ガバナー（当時）ロータリーの奉仕の精神とは 

そこで、

（１） 他人の立場に立って物を考えること

（２） おたがいに弱い立場を持っているからお互いに助け合ってゆこうじゃないかであり各人の職

業を通じて正しく機能していけば、デモクラシーの社会がうまくいくのではないか」と信じてお

ります。と述べられています。
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ゲ ス ト 卓 話 （ ３ ／ ３ ）

（１） アダムスミス （国富論 １７７６年）

「人々が分業することによって効率的に生産すれば人々の労働が生み出す価値によって人々は豊かになる、自由

な活動によって,それを保証すれば、見えざる手よって導かれ経済は拡大し人々も国も豊かになる。同様に、一つの

社会で、人々がすべての職業を一人で行うよりも、職業ごとに分かれ、それぞれが専門的な職務を果たす方が社会

全体としては、高い生産性を実現できる。」と説いています。分業を担当する者相互に、他人を見て自分のことのよう

に痛みを理解し、思いやる精神を共感できること、資本家と労働者との間にこの種の「共感」が成立していることが前

提である、と説いてます。

（２） ここで「ロータリーの精神は資本主義の潤滑油である」と前記のアダムスミスの道徳的感情論とつながり、資本主義

の中では、自己と他者、資本家と労働者との間にこの共感」を成立することが前提です。ロータリークラブの設立時

の構想即ち人間の絆の回復、一業種一人の相互扶助のクラブ構想が芽生えたとされる。

（３） 専門職業界を一人で代表することによって、単に何かをするだけでなく、お互いの職業を通じて会員相互の親睦と

相互扶助に役立ち真実にもとずく公正な取引は、互いの信頼感を深め、会員が多くなれば、この共感の輪が広が

っていきます。

（４） これがポールハリスがロータリークラブを創立した理由です。

（５） 「心豊かなロータリアンが増加して」この共感の輪が拡がれば経済における（資本主義）と政治の面におけるデモク

ラシー（民主主義）とが両輪となって 、世界の指導原理として、永続することになるのではないでしょうか。

（６） そこで、水野和夫氏の資本主義の終焉と歴史の危機の中での危険な循環と瀬戸際の資本主義も引用され、ロータ

リーの原点を再確認し、職業奉仕を実践することが求められているのではないでしょうかと渡部邦昭会長は基本理

念を説かれています。

（７） ロータリーの理念（超我の奉仕）

「奉仕第一、自己第二」

即ち奉仕の中にこそ幸福は存在するということを身を以て実践することである。原点を見直して(原点に還って）、次

のステップに進み事が大切になってきている。次年度RIテーマ「ロータリーに輝きを」“Lihgt Up ROTARY ”地区テ

ーマ「奉仕を学び、ロータリーを楽しもう」改めて、足元を見つめなおし、親睦を深め、奉仕の精神を共有し、奉仕を

実践してゆきたい。

クラブ協議会報告

国際ロータリー第2710地区グループ6ガバナー補佐 髙原宏之様、ガバナー補佐付幹事 粟屋充

博様をお迎えして、ガバナー公式訪問前のクラブ協議会を行いました。忌憚のないご意見をお

出しいただき有意義な時間になりました。
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渡部邦昭 会長、賀谷俊幸 幹事

髙原ガバナー補佐様、粟屋ガバナー補佐付幹事様、本日、

当クラブの例会に来訪いただき、誠に有り難うございます。ご

指導の程、宜しくお願い申し上げます。

川中敬三 会員

先週、家族サービスで、グアムへ行き楽しんで来ました。今回

はじめての経験は、1日だけ、台風11号、12号の発生で、ホテ

ルより外出禁止令が出て何もできず、ラーメンで過ごした事で

す。これも苦い経験ですが、今週末は本当に大変になりそう

です。

広島北ＲＣ 髙原宏之 様

当日計 60,000円 累計 192,000円


